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は
じ
め
に

　

近
代
中
国
の
教
育
制
度
は
、
明
治
日
本
の
教
育
近
代
化
の
先
行
経
験
を
参
照

し
た
う
え
で
成
立
し
た
も
の
で
あ
る（

1
）。

先
行
研
究
で
は
、
草
創
期
の
中
国
の
女

子
教
育
が
日
本
か
ら
影
響
を
受
け
た
と
い
う
指
摘
が
あ
る
も
の
の
、
具
体
的
な

影
響
に
つ
い
て
の
論
述
は
管
見
の
限
り
な
い
。
本
論
考
で
は
、
清
末
と
民
国
初

期
の
女
学
校
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
お
け
る
手
芸
科
目
が
、
明
治
高
等
女
学
校

の
随
意
科
目
「
編
物
・
組
糸
嚢
物
・
刺
繍
・
造
花
」
の
模
倣
で
あ
る
こ
と
を
検

証
し
た
う
え
で
、
日
本
の
女
子
教
育
に
お
け
る
手
芸
科
目
と
の
比
較
に
よ
っ
て
、

中
国
に
導
入
さ
れ
た
女
子
手
芸
科
目
の
発
展
不
全
の
要
因
を
考
察
す
る
。

一
、
清
末
民
初
の
女
子
学
校
教
育
と
手
芸
科
目

　

中
国
の
近
代
女
子
教
育
は
、
ア
ヘ
ン
戦
争
敗
戦
後
に
結
ん
だ
不
平
等
条
約
が

欧
米
諸
国
に
学
校
創
設
の
特
権
を
与
え
た
こ
と
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
た
。

一
八
四
四
年
に
中
国
初
の
女
学
校
寧
波
女
塾（

2
）が

成
立
し
て
以
来
、
キ
リ
ス
ト
教

会
や
中
国
人
資
本
家
、
教
育
家
た
ち
に
よ
っ
て
数
多
く
の
女
学
校
が
設
立
さ
れ

た
。
し
か
し
、
清
朝
政
府
が
正
式
に
女
子
教
育
を
認
め
て
制
度
化
し
た
の
は
、

一
九
〇
四
年
の
「
奏
定
学
堂
章
程
」
の
制
定
が
象
徴
す
る
よ
う
に
、
明
治
日
本

の
学
制
シ
ス
テ
ム
を
モ
デ
ル
と
す
る
近
代
学
校
制
度
の
導
入
以
降
の
こ
と
で
あ

る
。

　

一
八
九
五
年
の
日
清
戦
争
で
敗
北
し
た
清
朝
政
府
は
、
近
代
学
校
教
育
の
発

展
こ
そ
が
日
本
の
急
速
な
成
長
の
基
礎
と
見
な
し
て
い
た
が
、
日
露
戦
争
に
お

近
代
中
国
女
子
教
育
に
お
け
る
手
芸
科
目
と
日
本
の
影
響

韓　

韡
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近
代
中
国
に
お
い
て
初
め
て
女
子
教
育
を
制
度
化
し
た
清
末
の
こ
れ
ら
二
つ
の

法
令
と
そ
の
制
度
を
充
実
さ
せ
た
民
国
初
期
の
一
連
の
法
令
、
さ
ら
に
同
時
期

日
本
の
女
学
校
の
女
子
科
目
を
取
り
上
げ
て
比
較
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
本
論

考
で
は
、
女
子
手
芸
科
目
に
焦
点
を
当
て
て
比
較
研
究
を
行
う
た
め
、
次
頁
に

女
子
科
目
だ
け
を
表
に
ま
と
め
た（

9
）。

　

こ
の
表
か
ら
ま
ず
、
裁
縫
・
家
事
と
手
芸
が
近
代
女
学
校
の
女
子
科
目
と
し

て
両
国
の
女
性
に
課
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
裁
縫
と
家
事
は
い
う
ま
で
も
な

く
婦
徳
涵
養
と
い
う
儒
教
的
な
伝
統
に
通
底
し
て
い
た
が
、
そ
れ
が
近
代
化
を

目
指
す
当
時
の
中
国
と
日
本
に
お
い
て
、
女
性
役
割
と
結
び
つ
い
た
科
目
と
し

て
女
学
校
教
育
に
組
み
込
ま
れ
、
継
承
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、「
女
子
師
範
学
堂
章
程
」
の
手
芸
科
目
に
つ
い
て
見
る
と
、
明
治

三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
文
部
省
公
布
の
「
高
等
女
学
校
令
施
行
規
則
」
と
ほ

ぼ
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。「
女
子
師
範
学
堂
章
程
」
の
手
芸
科
目
の

目
的
と
手
芸
の
教
授
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

其
要
旨
在
使
学
習
適
切
於
女
子
之
手
芸
並
使
其
手
指
習
於
巧
緻
性
情
習
於

勤
勉
得
補
助
家
庭
生
計
（
下
線
引
用
者
）

其
教
課
程
度
、
可
就
編
織
組
糸
囊
盒
刺
繍
造
花
等
項
酌
擇
其
一
項
或
数
項

授
之（

10
）

　

こ
れ
に
対
し
て
、「
高
等
女
学
校
令
施
行
規
則
」
の
十
五
条
は
、
手
芸
に
つ

け
る
日
本
の
勝
利
を
き
っ
か
け
に
日
本
を
モ
デ
ル
と
す
る
教
育
近
代
化
を
本
格

的
に
推
進
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
教
育
視
察
者
を
日
本
に
派
遣

し
て
学
校
教
育
全
般
を
調
査
さ
せ
、
日
本
に
送
り
出
し
た
数
多
く
の
留
学
生
に

よ
る
教
科
書
の
翻
訳
、
日
本
人
教
習
の
招
聘
と
い
っ
た
積
極
的
な
活
動
を
展
開

し
た
。
こ
れ
ら
の
活
動
に
よ
っ
て
、「
奏
定
学
堂
章
程
」
の
発
布
以
降
、
中
国

の
学
校
教
育
は
十
年
に
わ
た
り
、
近
代
学
校
教
育
シ
ス
テ
ム
の
確
立
や
教
育
事

業
の
展
開
に
お
い
て
、
明
治
維
新
以
降
の
日
本
の
教
育
を
モ
デ
ル
と
し
、
制
度

の
み
な
ら
ず
、
目
的
・
内
容
・
方
法
に
い
た
る
ま
で
す
べ
て
の
面
で
模
倣
し
た（

3
）。

　

阿
部
洋
の
研
究（

4
）

に
よ
れ
ば
、
特
に
近
代
学
校
制
度
の
導
入
と
見
な
さ
れ
る

「
奏
定
学
堂
章
程
」
は
、
全
面
的
に
当
時
の
日
本
の
制
度
（
一
九
〇
〇
年
の
学
制
）

を
模
倣
し
て
作
ら
れ
た
と
い
う
。
し
か
し
そ
の
際
、
女
学
堂
の
設
立
に
つ
い
て

は
「
弊
害
ば
か
り
で
、
断
じ
て
宜
し
く
な
い（

5
）」

と
し
て
、
女
子
教
育
に
関
す
る

部
分
だ
け
は
採
用
し
な
か
っ
た
。
こ
の
状
況
が
よ
う
や
く
変
化
を
見
せ
た
の
は
、

一
九
〇
七
年
に
清
朝
政
府
の
学
部
に
よ
る
「
女
子
小
学
堂
章
程
」
と
「
女
子
師

範
学
堂
章
程
」
の
発
布
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
一
九
〇
五
年
末
か
ら
翌
年
の
八
月

ま
で
海
外
を
視
察（

6
）し

て
帰
国
し
た
官
僚
の
端
方（

7
）が

西
太
后
に
女
子
教
育
の
必
要

性
を
説
い
て
女
学
堂
開
設
の
勅
許
を
得
た
こ
と
に
よ
る（

8
）。

　

前
述
し
た
よ
う
に
「
奏
定
学
堂
章
程
」
は
「
日
本
型
」
学
校
制
度
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
後
に
発
布
さ
れ
た
「
女
子
小
学
堂
章
程
」「
女
子
師
範
学
堂
章

程
」
が
日
本
の
女
子
教
育
か
ら
ど
の
よ
う
な
影
響
を
受
け
た
の
か
に
つ
い
て
は
、

先
行
研
究
で
は
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
こ
の
問
題
を
究
明
す
る
た
め
に
、
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近代中国女子教育における手芸科目と日本の影響

い
て
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。

手
藝
ハ
女
子
ニ
適
切
ナ
ル
手
藝
ヲ
習
ハ
シ
メ
指
手
ノ
動
作
ヲ
巧
緻
ナ
ラ
シ

メ
兼
テ
勤
勉
ヲ
好
ム
習
慣
ヲ
養
フ
ヲ
以
テ
要
旨
ト
ス

手
藝
ハ
編
物
・
組
糸
嚢
物
・
刺
繍
・
造
花
等
土
地
ノ
状
況
ニ
適
切
ナ
ル
モ

ノ
ヲ
授
ク
ヘ
シ（

12
）

こ
の
よ
う
に
、
両
規
定
は
、
手
芸
科
の
設
置
目
的
か
ら
授
業
内
容
に
至
る
ま
で
、

引
用
の
下
線
部
を
除
け
ば
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。

　

清
末
の
「
女
子
師
範
学
堂
章
程
」
は
、「
高
等
女
学
校
令
施
行
規
則
」
の
六

年
後
、
一
九
〇
七
年
に
公
布
さ
れ
た
。
日
本
の
随
意
手
芸
科
目
の
内
容
で
あ
る

「
編
物
・
組
糸
嚢
物
・
刺
繍
・
造
花
」
の
う
ち
、「
刺
繍
」
を
除
い
て
、
章
程
で

は
、「
編
物
」
を
「
編
織
」
に
、「
組
糸
嚢
物
」
を
「
組
糸
」「
囊
盒
」
と
い
う

二
語
の
中
国
語
に
訳
し
分
け
て
必
修
科
目
と
し
て
い
る（

13
）。

こ
れ
ら
の
手
芸
科
目

の
内
容
が
日
本
で
初
め
て
規
定
さ
れ
た
の
は
、
明
治
三
十
四
年
の
「
高
等
女
学

校
令
施
行
規
則
」
に
お
い
て
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
そ
れ
以
前
か
ら
、
学
校
教

育
で
手
芸（

14
）

が
教
え
ら
れ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
明
治
十
九
（
一
八
八
六
）
年
に

設
立
さ
れ
た
共
立
女
子
職
業
学
校
の
教
授
科
目
に
は
、
編
物
・
刺
繍
・
造
花
・

組
糸
の
項
目
が
あ
る（

15
）。

ま
た
、
明
治
二
十
六
（
一
八
九
三
）
年
に
出
版
さ
れ
た

女
学
全
書
の
第
十
編
『
婦
女
手
芸
法（

16
）』

に
は
、
す
で
に
編
物
・
造
花
の
項
目
が

収
録
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
一
九
〇
七
年
以
前
に
設
立
さ
れ
た
中
国
の
民
間
女

日本 中国

学制以前 
1879 年以前

・（官）東京女学校 
　下等本科：雑工・手芸 
　上等本科：手芸

清（1907 年）
「女子小学堂章程」
「女子師範学堂章程」

・女子小学堂：女紅
　初等小学堂：裁縫
　高等小学堂：裁縫・手芸 
※�手芸内容：編織・組糸・囊盒・刺繍・
造花等

・女子師範学堂：家事・裁縫・手芸 
※�手芸内容：編織・組糸・囊盒・刺繍・
造花等

学制期 
1879–1886 年

・女児小学校 
・跡見女学校：裁縫 
・女子手芸学校：手芸

教育令 
1879–1886 年

・小学校：裁縫

教育改正令 
1880 年

・小学校：裁縫 
※最終学年：家事経済 
・高等女学校： 
　下等：裁縫
　上等：裁縫・家政・育児

民国（1912 年）
「小学校令」
「中学校令」
「師範教育令」

・小学校：手芸・裁縫 
・女子中学校：手芸・家事園芸・裁縫 
※手芸内容：編物・刺繍・摘棉・造花等
・女子師範学校：手芸・家事園芸・裁縫 
※手芸内容：編物・刺繍・摘棉・造花等

学校令 
1886–1894 年

・高等小学校：裁縫 
・高等女学校：育児法 
　　　　　　　家事整理法 

学校令以後 ・小学校：裁縫 
・「高等女学校規程」（1895 年） 
　家事・裁縫・手芸（随意） 
・「高等女学校令施行規則」（1901 年） 
　家事・裁縫・手芸（随時）
　※�手芸内容：編物・組糸囊物・刺繍・

造花等

表 1
（11）
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教
育
に
意
図
的
に
組
み
込
ん
だ
結
果
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
清
朝
廷
が
近

代
女
子
教
育
を
開
始
し
た
際
に
、
小
学
校
と
師
範
学
校
し
か
設
立
し
な
か
っ
た

た
め
、
日
本
の
女
子
職
業
学
校
で
実
業
と
し
て
大
き
く
発
展
し
た
手
芸
を
、
高

等
女
学
校
の
随
意
科
目
で
あ
っ
た
手
芸
規
定
の
「
制
度
」
と
組
み
合
わ
せ
て
無

理
や
り
女
子
師
範
学
校
の
規
定
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

日
本
か
ら
の
影
響
を
示
す
一
つ
の
確
実
な
根
拠
は
、
中
国
最
初
の
教
育
専
門

誌
で
あ
る
『
教
育
世
界
』
の
一
九
〇
二
年
一
月
の
第
十
八
号
に
、
明
治
三
十
四

年
発
布
の
「
高
等
女
学
校
令
施
行
規
則
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る（

21
）。

『
教
育
世
界
』
は
、
一
九
〇
一
年
五
月
、
羅
振
玉（

22
）（

一
八
六
六
〜
一
九
四
〇
年
）

が
上
海
で
創
刊
し
た
中
国
最
初
の
教
育
専
門
誌
で
、
一
九
〇
八
年
ま
で
七
年
に

わ
た
り
毎
月
二
回
、
第
一
六
六
号
ま
で
刊
行
さ
れ
た
。
そ
の
刊
行
目
的
は
、
清

末
当
時
に
お
け
る
近
代
教
育
の
普
及
・
発
展
に
必
要
な
情
報
を
系
統
的
に
提
供

す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
同
誌
創
刊
号
に
掲
げ
ら
れ
た
編
集
方
針
に
よ
れ
ば
、
各

号
と
も
、
論
説
、
教
育
規
則
と
翻
訳
の
三
部
か
ら
構
成
さ
れ
、
教
育
法
規
は
主

と
し
て
明
治
期
日
本
の
教
育
法
規
・
条
例
類
を
収
録
す
る
。
そ
の
方
針
に
沿
っ

て
、
創
刊
号
（
一
九
〇
一
年
五
月
）
か
ら
第
十
八
号
ま
で
、
日
本
の
現
行
教
育

法
規
・
条
例
な
ど
合
計
八
十
四
種
が
連
載
さ
れ
て
い
る
。
当
時
の
清
朝
政
府
は
、

た
び
た
び
教
育
視
察
団
を
日
本
に
派
遣
し
て
教
育
情
報
収
集
に
力
を
入
れ
た
。

そ
の
情
報
を
よ
り
組
織
的
・
系
統
的
に
中
国
の
教
育
界
に
提
供
し
た
の
が
『
教

育
世
界
』
だ
っ
た
の
で
あ
る（

23
）。

日
本
の
「
高
等
女
学
校
令
施
行
規
則
」
が
『
教

育
世
界
』
に
掲
載
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
清
朝
学
部
が
「
女
子
師
範
学
堂
」

学
校
、
た
と
え
ば
、
中
国
女
学
堂
（
務
本
女
学
）、
愛
国
女
学
、
経
正
女
学
な

ど
の
学
校
で
は
、
裁
縫
の
科
目
設
置
は
あ
る
が
、
編
物
・
組
糸
嚢
物
・
造
花
の

科
目
が
な
か
っ
た（

17
）。

　

次
に
、
清
末
「
女
子
小
学
堂
章
程
」「
女
子
師
範
学
堂
章
程
」
の
制
定
方
針

に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
学
部
は
こ
の
両
章
程
の
上
奏
文
「
奏
定
女
学
堂
章

程
」（
一
九
〇
七
年
三
月
八
日
）
に
お
い
て
、「
今
朝
庭
得
鋭
意
興
学
並
采
日
本

欧
米
規
則
（
中
略
）
凡
東
西
各
国
成
法
有
合
乎
中
国
礼
俗
裨
於
教
育
実
際
者
則

仿
之
其
於
礼
俗
実
不
相
宜
者
則
罷
之
不
能
遂
行
者
則
姑
緩
之（

18
）」

と
記
し
て
い
る
。

こ
こ
か
ら
、
積
極
的
に
日
本
と
欧
米
の
先
進
的
な
教
育
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
よ

う
と
す
る
当
時
の
清
朝
政
府
の
姿
勢
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
中
国
は
礼

儀
風
俗
に
合
致
し
、
教
育
に
と
っ
て
有
益
な
も
の
が
あ
れ
ば
模
倣
す
べ
き
だ
と

い
う
具
体
的
な
方
針
を
と
っ
た
が
、
こ
の
方
針
に
合
致
し
た
の
が
同
じ
儒
教
的

婦
徳
観
を
持
つ
明
治
日
本
の
女
子
教
育
内
容
で
あ
っ
た
。
ま
た
、「
女
子
師
範

学
堂
章
程
」
に
よ
る
と
、
女
子
師
範
教
育
の
主
旨
は
「
以
養
成
女
子
小
学
堂
教

習
並
講
習
保
育
幼
児
方
法
、
期
於
補
助
家
計（

（（
（

有
益
家
庭
教
育
為
宗
旨（

20
）」（

下
線

は
引
用
者
）
と
さ
れ
て
お
り
、
師
範
教
育
を
受
け
る
女
子
に
は
、
小
学
校
の
教

員
と
な
る
目
的
以
外
に
「
良
妻
」
と
「
賢
母
」
と
な
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
た
。

さ
ら
に
「
女
子
師
範
学
堂
章
程
」
は
、「
良
妻
」
に
求
め
る
「
補
助
家
計
」
を
、

前
述
し
た
「
得
補
助
家
庭
生
計
」
の
手
芸
科
目
に
よ
っ
て
実
現
さ
せ
よ
う
と
し

て
い
る
。
こ
れ
は
、
清
朝
廷
が
派
遣
し
た
視
察
官
が
、
明
治
日
本
の
手
芸
産
業

の
発
達
を
実
地
に
見
聞
し
て
、
そ
の
有
用
性
に
気
づ
き
、
手
芸
を
中
国
の
女
子
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『
婦
女
雑
誌
』
に
は
、
日
本
伝
来
の
手
芸
科
目
に
関
し
て
も
っ
ぱ
ら
批
判
的

な
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。
た
と
え
ば
、
第
一
巻
第
九
号
「
女
学
商
榷
」
欄
に
掲

載
さ
れ
た
「
女
学
校
宜
廃
去
結
線
手
工
注
重
裁
縫
刺
繍
之
商
榷（

27
）」

は
、
女
学
校

の
科
目
「
編
物
」
と
「
造
花
」
は
利
よ
り
害
が
大
き
い
か
ら
削
除
す
る
べ
き
だ

と
提
案
し
て
い
る（

28
）。

反
対
理
由
は
以
下
の
四
点
で
あ
る
。

一
、
使
用
さ
れ
る
糸
は
す
べ
て
舶
来
品
で
あ
る
た
め
利
益
が
外
部
へ
流
出

す
る

二
、
実
習
時
間
が
長
く
、
時
間
の
無
駄
と
な
る

三
、
製
作
品
は
陳
列
す
る
だ
け
で
家
政
上
で
は
無
用
で
あ
る

四
、
そ
れ
ゆ
え
、
女
子
高
等
小
学
校
の
卒
業
生
が
手
芸
科
目
を
数
年
習
得

し
て
も
、
衣
服
の
縫
い
繕
い
が
で
き
な
い
例
が
あ
る（

29
）。

こ
の
記
述
か
ら
、
日
本
か
ら
導
入
さ
れ
た
編
物
と
造
花
は
、
原
材
料
を
日
本
か

ら
輸
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
輸
入
は
国
に
と
っ
て
不

経
済
で
あ
る
。
し
か
も
実
習
時
間
を
使
っ
て
作
製
し
た
も
の
が
家
政
に
と
っ
て

無
用
で
あ
る
。
女
性
に
よ
っ
て
は
実
用
性
の
な
い
手
芸
科
目
よ
り
家
政
科
目
を

し
っ
か
り
習
得
す
る
べ
き
だ
と
主
張
す
る
。
論
者
は
自
分
が
勤
め
て
い
る
正
本

女
学
校
で
は
す
で
に
「
編
物
」
科
を
や
め
た
と
い
う
。

　

手
芸
科
目
に
使
用
さ
れ
る
原
材
料
の
輸
入
に
つ
い
て
は
、
第
一
巻
第
十
号
の

「
女
学
商
榷
」
欄
に
掲
載
さ
れ
た
「
説
女
学
之
改
良（

30
）」

で
も
指
摘
さ
れ
た
。
女

を
制
定
し
た
際
に
、
こ
の
規
則
を
知
っ
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る（

24
）。

日
本

か
ら
導
入
さ
れ
た
こ
の
手
芸
科
目
は
、
民
国
初
期
の
教
育
制
度
に
お
い
て
も
女

子
科
目
と
し
て
採
用
さ
れ
続
け
た（

25
）。

二
、
近
代
日
中
女
子
教
育
に
お
け
る
手
芸
科
目（

26
）

の
比
較

　

第
一
節
に
お
い
て
は
、
清
末
の
中
国
が
近
代
女
子
教
育
制
度
の
制
定
に
当
た

り
、
明
治
日
本
の
女
子
手
芸
科
目
「
編
物
・
組
糸
・
嚢
物
・
刺
繍
・
造
花
」
を

普
通
学
校
教
育
の
女
子
科
目
と
し
て
導
入
し
、
民
国
初
期
ま
で
教
え
続
け
た
こ

と
を
論
証
し
た
。
本
節
で
は
、
こ
れ
ら
の
女
子
科
目
と
当
時
の
中
国
の
社
会
状

況
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

（
1
）
中
国
に
導
入
さ
れ
た
手
芸
科
目
の
問
題
点

　

日
本
か
ら
導
入
さ
れ
た
手
芸
科
目
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
主
に
『
婦
女
雑

誌
』
の
関
連
記
事
を
取
り
上
げ
て
考
察
す
る
。『
婦
女
雑
誌
』
は
、
上
海
商
務

印
書
館
に
よ
っ
て
一
九
一
五
年
一
月
か
ら
一
九
三
一
年
十
二
月
ま
で
刊
行
さ
れ

た
女
性
向
け
雑
誌
で
あ
る
。
辛
亥
革
命
以
降
の
中
国
新
聞
界
で
は
多
く
の
女
性

雑
誌
が
創
刊
さ
れ
た
が
、『
婦
女
雑
誌
』
は
、
そ
の
中
で
刊
行
年
数
や
発
行
部

数
、
流
通
範
囲
に
お
い
て
最
も
影
響
力
を
持
っ
た
雑
誌
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
手

芸
科
目
の
実
態
を
考
察
す
る
に
は
『
婦
女
雑
誌
』
が
一
番
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え

ら
れ
る
。
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の
考
え
に
完
全
に
背
い
て
い
る（

32
）。

前
の
指
摘
と
同
じ
よ
う
に
、「
編
物
」
と
「
造
花
」
は
外
国
か
ら
原
材
料
を
購

入
す
る
点
で
不
経
済
で
あ
り
、
実
用
主
義
か
ら
乖
離
し
て
い
る
と
主
張
し
て
い

る
。

　

ま
た
、『
婦
女
雑
誌
』
第
四
巻
第
一
号
に
寄
せ
ら
れ
た
社
説
「
敬
告
実
施
女

子
職
業
教
育
者（

33
）」

に
も
、「
編
物
造
花
絨
結
線
結
等
僅
装
飾
之
美
観
是
不
合
於

実
用
者
也（

34
）」

と
、
編
物
・
造
花
・
結
び
な
ど
が
装
飾
の
機
能
し
か
持
た
な
い
の

で
実
用
性
が
な
い
と
、
同
じ
理
由
で
手
芸
科
目
を
批
判
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
日
本
伝
来
の
手
芸
科
目
は
「
利
益
」
と
「
実
用
」
に
反
す
る

た
め
、『
婦
女
雑
誌
』
で
は
教
育
者
か
ら
の
批
判
の
声
が
殺
到
し
た
。
手
芸
科

目
に
対
す
る
批
判
は
、
一
九
一
二
年
か
ら
『
婦
女
雑
誌
』
に
頻
繁
に
現
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
一
方
で
、『
教
育
雑
誌（

35
）』

に
は
、
一
九
一
八
年
に
な
っ
て
も
明
治

の
実
業
教
育
の
代
表
的
人
物
手
島
精
一
と
女
子
職
業
学
校
の
紹
介（

36
）や

、
日
本
の

手
芸
科
目
を
積
極
的
に
紹
介
す
る
記
事
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、

「
参
観
日
本
東
京
学
校
筆
記（

37
）」「

調
査
日
本
職
業
教
育
報
告（

38
）」「

北
京
女
子
師
範

学
校　

派
赴
日
本
考
察
校
務
報
告（

39
）」

と
い
う
三
つ
の
記
事
に
は
、
と
も
に
共
立

女
子
職
業
学
校
の
見
学
報
告
が
あ
り
、
な
か
で
も
特
に
手
芸
科
目
の
先
行
経
験

を
紹
介
し
て
い
る
。
三
つ
目
に
挙
げ
た
報
告
に
は
、
造
花
原
材
料
の
購
入
と
い

う
記
載
も
あ
る
。

子
師
範
学
校
の
校
長
で
あ
る
論
者
は
、
中
国
教
育
界
に
お
い
て
重
視
さ
れ
る
実

用
性
に
沿
っ
た
、
女
学
校
の
実
用
教
科
改
良
を
提
唱
し
て
い
る
。
手
芸
科
に
つ

い
て
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

師
範
本
科
の
三
、四
年
に
造
花
摘
棉
刺
繍
な
ど
が
あ
る
。（
中
略
）
そ
の
創

始
は
す
べ
て
日
本
の
真
似
で
あ
る
。
外
国
の
科
目
が
我
が
国
に
適
切
で
あ

る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
余
地
が
あ
る
。
そ
の
中
で
刺
繍
だ
け
が

本
来
我
が
国
の
長
ず
る
手
芸
で
あ
る
。
昔
か
ら
女
子
の
嗜
み
と
さ
れ
る
が
、

あ
く
ま
で
も
奢
侈
品
と
装
飾
品
と
し
て
裕
福
な
家
に
お
い
て
し
か
使
わ
れ

な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
熟
練
し
た
と
し
て
も
将
来
の
日
常
生
活
で
は
そ
れ
を

役
立
て
る
暇
が
な
い
た
め
、
削
除
し
て
も
よ
い
だ
ろ
う（

31
）。

こ
こ
か
ら
、
当
時
の
中
国
社
会
に
お
い
て
は
、
中
国
の
伝
統
工
芸
「
刺
繍
」
も

含
め
た
「
造
花
・
摘
棉
・
刺
繍
」
全
体
が
、「
奢
侈
品
、
装
飾
品
」
と
い
う
位

置
づ
け
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
た
め
、
日
本
伝
来
の
手
芸
科
目
は
中

流
以
下
の
一
般
女
性
の
日
常
生
活
に
と
っ
て
実
用
性
が
な
い
と
否
定
さ
れ
、
家

政
科
目
か
ら
削
除
す
る
べ
き
だ
と
主
張
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
造
花
と
摘
棉
の
問
題
点
を
具
体
的
に
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。

造
花
と
摘
棉
の
材
料
は
銅
線
、
絹
糸
と
薄
絹
の
以
外
、
す
べ
て
日
本
か
ら

購
入
す
る
。
日
本
の
材
料
で
我
が
国
の
手
芸
品
を
作
る
の
は
、
実
用
主
義
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も
女
子
教
育
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
「
編
物
・
組
糸
嚢
物
・

刺
繍
・
造
花
」
な
ど
の
手
芸
科
目
は
、
も
と
も
と
、
私
立
女
子
職
業
学
校
や
実

科
高
等
女
学
校
の
よ
う
な
手
芸
を
主
と
す
る
職
業
教
育
機
関
に
お
い
て
教
授
さ

れ
て
い
た
。

　

こ
こ
で
は
、
主
に
共
立
女
子
職
業
学
校
と
女
子
工
芸
学
校
の
例
を
挙
げ
て
、

私
立
女
子
職
業
学
校
の
手
芸
科
目
に
つ
い
て
具
体
的
に
考
察
す
る
。

　

ま
ず
、
明
治
十
九
年
三
月
に
設
立
さ
れ
た
日
本
最
初
の
女
子
職
業
学
校
で
あ

る
共
立
女
子
職
業
学
校
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
そ
の
設
立
趣
意
書
に
お
い
て
、

設
立
者
は
「
近
頃
、
女
子
学
校
の
設
置
に
乏
し
か
ら
ざ
れ
ど
も
、
其
の
授
く
る

学
科
は
、
或
は
閑
雅
優
美
に
流
れ
、
或
は
高
尚
深
遠
に
趨
り
、
概
文
字
章
句
の

末
に
拘
り
、
実
用
に
疎
く
し
て
日
用
に
適
せ
ず（

40
）」

と
当
時
の
女
学
校
科
目
編
成

の
問
題
を
指
摘
し
た
う
え
で
「
吾
ら
窃
に
之
を
憂
い
、
同
志
の
者
相
謀
り
て
、

女
子
の
職
業
学
校
を
設
け
、
専
女
子
に
適
す
る
諸
の
職
業
を
授
け
、
併
せ
て
修

身
和
漢
文
、
英
語
、
習
字
、
算
術
の
如
き
日
用
必
需
の
学
科
を
教
授
せ
ん
と
す

る
な
り（

41
）」

と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
学
校
で
教
授
し
た
日
用
ま
た
実
用
に
適
し
た

科
目
と
は
、
裁
縫
・
編
物
・
刺
繍
・
造
花
・
押
絵
・
組
糸
・
図
画
で
あ
る
。
そ

し
て
、
東
京
府
に
提
出
し
た
設
置
願
に
は
、「
女
子
に
適
応
す
る
諸
職
業
を
授

け
広
く
世
の
婦
女
子
に
実
業
を
得
し
め
ん
と
す
る
に
在
り（

42
）」

と
あ
り
、
そ
の
設

置
目
的
は
、
職
業
に
必
要
な
能
力
の
習
得
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

次
に
、
下
田
歌
子
の
教
育
理
念
と
彼
女
が
創
立
し
た
女
子
工
芸
学
校
に
つ
い

て
見
る
。
下
田
歌
子
は
、
中
流
以
下
の
婦
人
の
教
育
こ
そ
、
国
家
の
隆
昌
の
た

　

こ
の
よ
う
に
、『
婦
女
雑
誌
』
と
『
教
育
雑
誌
』
に
見
ら
れ
る
女
子
手
芸
に

対
す
る
扱
い
の
違
い
か
ら
、
手
芸
が
教
育
者
に
批
判
さ
れ
つ
つ
も
清
末
民
初
の

女
子
教
育
科
目
と
し
て
一
九
一
八
年
と
い
う
時
点
で
も
教
え
ら
れ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。
両
誌
が
示
す
手
芸
科
目
へ
の
相
反
す
る
見
解
に
つ
い
て
は
、
以
下

の
理
由
が
考
え
ら
れ
る
。
初
期
の
『
教
育
雑
誌
』
は
、
中
国
の
教
育
近
代
化
を

目
指
し
て
、
主
に
西
欧
諸
国
と
日
本
の
教
育
理
論
お
よ
び
教
育
制
度
を
翻
訳
・

紹
介
す
る
だ
け
に
留
ま
っ
て
い
た
の
に
対
し
、『
婦
女
雑
誌
』
は
、
良
妻
賢
母

主
義
の
提
唱
を
主
旨
と
し
て
、
女
性
問
題
や
女
子
教
育
に
関
す
る
言
論
の
場
を

提
供
す
る
雑
誌
で
あ
っ
た
。
と
は
い
え
、
手
芸
科
目
に
対
す
る
立
場
の
矛
盾
は
、

民
国
初
期
の
女
子
教
育
の
未
熟
さ
を
暴
露
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。

　

中
国
に
導
入
さ
れ
た
女
子
手
芸
科
目
が
順
調
に
発
展
し
な
か
っ
た
要
因
を
分

析
す
る
に
は
、
ま
ず
、
日
本
の
女
子
教
育
に
お
け
る
右
の
手
芸
科
目
の
位
置
づ

け
を
確
認
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
2
）
明
治
女
子
教
育
に
お
け
る
手
芸
科
目
の
位
置
づ
け

　

前
節
で
考
察
し
た
よ
う
に
、
女
子
手
芸
の
「
編
物
・
組
糸
嚢
物
・
刺
繍
・
造

花
」
は
、
明
治
三
十
四
年
文
部
省
の
「
高
等
女
学
校
令
施
行
規
則
」
に
よ
っ
て

高
等
女
学
校
の
授
業
科
目
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
手
芸
科
目
は
、
家

事
と
裁
縫
の
よ
う
に
女
子
の
必
修
科
目
で
は
な
く
、
随
意
科
目
と
し
て
導
入
さ

れ
た
。
江
戸
時
代
か
ら
女
性
の
必
須
の
技
術
で
あ
り
嗜
み
で
あ
っ
た
裁
縫
は
、

読
み
書
き
な
ど
の
学
問
が
重
視
さ
れ
た
明
治
日
本
の
学
校
教
育
制
度
に
お
い
て
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適
当
な
る
工
芸
を
授
け
併
せ
て
修
身
斉
家
に
必
要
な
る
実
業
を
修
め
し
め
能
く

自
営
の
道
を
立
つ
る
に
足
る
べ
き
教
育
を
施
す
所
と
す
」（
下
線
引
用
者（

45
））

と
記

さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
工
芸
技
術
の
習
得
に
よ
っ
て
、
女
性
は
身
を
修
め
家

を
斉
え
「
自
営
の
道
を
立
て
る
」
こ
と
も
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

前
述
の
学
則
は
、
女
子
工
芸
学
校
が
職
業
技
能
教
育
と
い
う
近
代
的
な
産
業
教

育
を
施
す
目
的
を
持
つ
こ
と
を
も
謳
っ
て
い
る
。「
工
芸（

46
）」

科
目
と
し
て
は
、

裁
縫
・
刺
繍
・
造
花
・
挿
絵
・
図
画
・
押
絵
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
同
校
の
運

営
経
費
に
は
生
徒
た
ち
が
作
っ
た
工
芸
品
の
売
り
上
げ
利
益
も
見
込
ま
れ
て
い

た
と
い
う（

47
）。

こ
の
よ
う
に
、
手
芸
に
関
す
る
下
田
の
教
育
活
動
は
、
彼
女
が
帝

国
婦
人
協
会
で
唱
え
る
実
利
実
益
主
義
と
い
う
教
育
思
想
を
反
映
し
た
も
の
と

な
っ
て
い
る（

48
）。

　

最
後
に
、
明
治
期
実
科
高
等
女
学
校
に
お
け
る
手
芸
科
目
の
実
態
を
考
察
す

る
。
実
科
高
等
女
学
校
は
、
明
治
四
十
三
年
十
月
の
高
等
女
学
校
令
改
正
に

よ
っ
て
そ
の
設
置
が
認
め
ら
れ
た
。
実
科
科
目
の
一
つ
と
し
て
設
置
さ
れ
る

「
実
業
」
に
関
し
て
は
、「
刺
繍
・
造
花
・
編
物
等
女
子
ニ
適
切
ナ
ル
手
芸
ハ
便

宜
之
ヲ
裁
縫
若
ハ
実
業
ノ
中
ニ
加
説
シ
教
授
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
」
と
し
、
そ
の
目

的
を
「
実
業
ハ
実
業
ニ
関
シ
生
活
上
必
要
ナ
ル
知
識
技
能
ヲ
得
シ
メ
兼
テ
勤
労

ヲ
尚
フ
ノ
念
ヲ
養
フ
」（
下
線
引
用
者（

49
））

と
し
て
い
る
。
当
時
の
状
況
を
把
握
す

る
た
め
に
、
女
子
職
業
施
設
と
学
科
名
称
を
次
頁
の
表
に
ま
と
め
た
。

　

表
の
デ
ー
タ
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
女
子
手
芸
科
目
は
ま
ず
、
私
立
の
女
子

職
業
学
校
と
実
科
高
等
女
学
校
に
お
い
て
注
目
さ
れ
、
大
き
な
発
展
を
遂
げ
た

め
に
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
、
女
性
の
地
位
向
上
を
図
る
目
的
で
明
治
三
十
一

年
に
帝
国
婦
人
協
会
を
結
成
し
た
。
彼
女
の
こ
の
意
識
は
、「
帝
国
婦
人
協
会

創
設
趣
旨
」
か
ら
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

今
や
既
に
各
種
の
職
工
、
電
話
電
信
の
技
手
、
或
商
店
の
売
子
掛
取
、
及

び
看
護
人
等
に
至
る
迄
、
非
常
に
女
子
を
使
役
す
る
の
必
要
を
感
じ
、
而

し
て
為
に
奮
ひ
て
其
供
給
に
応
ず
る
の
準
備
な
く
、
且
つ
其
精
神
を
鍛
練

し
て
よ
く
不
抜
の
主
義
と
目
的
と
を
確
定
す
る
こ
と
克
は
ず
、
其
正
業
に

務
め
し
む
べ
き
の
女
子
を
し
て
、
長
へ
に
不
正
の
業
に
甘
ん
ぜ
し
む
る
は
、

ま
こ
と
に
わ
が
国
の
体
面
を
荘
厳
に
し
、
我
が
国
利
民
福
を
増
進
す
る
の

上
に
於
て
一
大
欠
点
な
り
と
い
は
ざ
る
を
得
ず
。
是
れ
乃
ち
、
一
つ
は
女

子
が
耳
目
と
し
て
、
機
関
と
し
て
其
資
格
を
持
ち
、
其
品
格
を
高
め
、
尚

進
み
て
是
の
同
胞
姉
妹
の
間
に
謀
ら
ん
と
す
る
は
、
那
の
点
よ
り
し
て
着

手
す
べ
き
か
と
云
へ
る
事
に
向
ひ
て
、
目
下
女
子
が
尽
す
べ
き
急
務
を
考

究
す
る
の
道
な
き
に
よ
れ
る
な
る
べ
し（

43
）。

下
田
は
、
多
く
の
中
流
以
下
の
女
性
が
労
働
力
と
な
っ
て
い
る
イ
ギ
リ
ス
の
現

状
を
踏
ま
え
て
、
女
性
の
職
業
教
育
が
日
本
社
会
に
お
い
て
も
実
施
さ
れ
、
日

本
の
「
国
利
民
福
」
に
寄
与
す
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
そ
し
て
、
自
身

が
主
宰
し
た
帝
国
婦
人
協
会
の
中
心
事
業
と
し
て
、
明
治
三
十
二
年
に
女
子
工

芸
学
校
を
設
立
し
た
の
で
あ
る（

44
）。

こ
の
学
校
の
学
則
に
は
、「
本
校
は
女
子
に
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つ
つ
工
業
に
接
近
す
る
方
策
と
し
て
、「
日
本
の
女
子
は
手
芸
に
は
最
も
適
当

し
て
居
る
」
と
認
め
、
手
芸
を
勧
め
た
。
そ
し
て
、
女
性
の
特
性
を
生
か
し
た

職
業
と
は
「
第
一
に
裁
縫
、
次
に
造
花
、
刺
繍
、
編
物
、
意
匠
図
案
と
い
ふ
所

で
、
こ
れ
に
依
つ
て
一
家
を
立
て
る
と
い
ふ
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
辛
う
じ

て
一
身
を
立
て
る
こ
と
は
出
来
る（

52
）」

と
考
え
て
い
た
。
ま
た
、「
女
子
の
従
事

す
べ
き
工
業
の
種
類
と
い
ふ
も
の
は
、
成
る
べ
く
家
庭
を
離
れ
ず
し
て
出
来
る

工
業
、
即
ち
内
職
的
な
工
業
が
一
番
適
当
で
あ
ら
う（

53
）」

と
も
主
張
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
良
妻
賢
母
の
役
割
を
妨
げ
な
い
職
業
と
し
て
、
手
島
は
内
職
と
し
て

の
手
芸
を
考
え
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
考
察
に
よ
っ
て
、
明
治
の
手
芸
科
目
は
、
普
通
の
女
学
校
で
は
な
く

女
子
職
業
学
校
に
お
い
て
本
格
的
に
発
展
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
中

国
が
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ん
だ
頃
の
日
本
の
女
子
教
育
に
お
い
て
は
、
手
芸
「
編

物
・
組
糸
嚢
物
・
刺
繍
・
造
花
」
の
位
置
づ
け
は
家
政
科
目
で
は
な
く
、
実
業

技
能
で
あ
っ
た
。
手
芸
が
女
子
の
嗜
み
か
ら
実
業
技
能
に
変
わ
っ
た
背
景
と
し

て
、
当
時
の
日
本
の
産
業
発
展
に
伴
っ
て
、
女
子
に
も
実
業
教
育
が
重
視
さ
れ

始
め
た
と
い
う
状
況
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
3
）
日
本
に
お
け
る
造
花
の
発
展
実
態

　

紙
幅
の
都
合
上
、
本
節
で
は
中
国
で
特
に
批
判
さ
れ
た
造
花
の
例
を
挙
げ
、

明
治
日
本
に
お
け
る
手
芸
の
発
展
実
態
を
考
察
す
る
。

　

造
花
は
古
く
か
ら
仏
前
の
手
向
け
の
も
の
や
簪
と
し
て
作
ら
れ
て
い
た
が
、

と
い
え
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
当
時
の
教

育
家
の
女
子
職
業
教
育
に
対
す
る
認
識
の

深
化
が
あ
る
。

　

女
子
職
業
論
を
提
唱
し
た
明
治
の
教
育

家
は
少
な
い
が
、
こ
こ
で
は
、
い
く
つ
か

の
女
子
職
業
学
校
の
創
設
に
携
わ
っ
た
手

島
精
一
（
一
八
五
〇
〜
一
九
一
八
）
の
例

を
見
よ
う
。
手
島
は
、
論
説
「
女
子
と
工

業
と
の
関
係（

51
）」

で
、「
理
想
上
よ
り
観
察

す
る
と
、
女
子
の
工
業
に
従
事
す
る
こ
と

は
、
吾
輩
は
敢
て
之
を
奨
励
す
る
こ
と
が

出
来
な
い
」
と
自
身
の
立
場
を
表
明
し
、

そ
の
理
由
に
つ
い
て
以
下
の
二
点
を
挙
げ

た
。
ま
ず
、「
女
子
は
家
庭
を
離
れ
て
労

働
に
従
事
す
る
と
い
ふ
様
な
体
格
に
出
来

て
居
な
い
」
と
い
う
女
性
の
肉
体
上
の
問

題
と
、「
女
子
は
妊
娠
し
て
児
を
産
み
、

之
を
保
育
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
任
務
を
有

す
る
」、
つ
ま
り
女
性
の
「
母
」
役
割
の

問
題
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
彼

は
、
女
性
が
良
妻
賢
母
の
任
務
を
果
た
し

表 2　学校名称
（50）

学校名 技芸 職業 実業 徒弟 工芸 興業 その他

校　数 21 13 11 4 3 2 1

表 3　学科名称

学科名 裁縫 手芸 刺繍 編物 造花 嚢物 その他

校　数 34 23 10 7 6 1 46
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師
を
聘
し
て
其
の
教
授
を
開
始
し
た
り
造
花
を
学
校
の
教
科
に
加
へ
た
る

は
実
に
本
校
を
以
て
嚆
矢
と
す
爾
後
技
芸
教
育
漸
く
勃
興
し
て
女
学
校
に

造
花
科
の
設
置
せ
ら
る
る
や
そ
の
教
員
専
ら
本
校
の
供
給
を
待
て
り
是
本

校
が
率
先
斯
業
の
教
授
に
力
め
た
る
結
果
た
る
に
外
な
ら
ず（

56
）

明
治
二
十
年
頃
か
ら
の
造
花
の
需
要
量
の
増
加
、
欧
化
主
義
や
そ
の
後
に
続
く

戦
争
後
の
好
景
気
に
よ
っ
て
、
女
性
た
ち
の
目
が
細
工
物
の
美
し
さ
に
向
け
ら

れ
、
人
々
の
関
心
も
〈
装
飾
〉
に
集
ま
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
造
花

は
す
で
に
一
つ
の
産
業
と
し
て
成
り
立
っ
て
い
た
と
い
え
る
。
共
立
女
子
職
業

学
校
は
、
こ
れ
ま
で
輸
入
に
頼
っ
て
い
た
造
花
の
国
産
化
を
目
指
す
と
と
も
に
、

造
花
作
り
を
女
子
に
ふ
さ
わ
し
い
技
と
認
識
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
造
花
と
い

う
技
芸
を
身
に
つ
け
た
人
材
を
い
ち
早
く
育
成
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

明
治
二
十
年
に
共
立
女
子
職
業
学
校
が
造
花
科
を
設
置
し
た
後
、
明
治
三
十

年
代
に
入
る
と
、『
婦
人
職
業
案
内
』（
明
治
三
十
年（

57
））、『

女
子
の
新
職
業
』（
明

治
三
十
八
年（

58
））、『

新
撰 

女
子
就
業
案
内
』（
明
治
三
十
九
年（

59
））

な
ど
に
、
造
花

業
が
一
つ
の
項
目
と
し
て
収
録
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
と
は
い
え
、『
婦
人

職
業
案
内
』
は
、
ま
だ
婦
人
の
職
業
に
つ
い
て
明
確
な
概
念
区
分
を
持
た
ず
、

「
養
鶏
や
毛
筆
製
造
の
手
伝
い
」
と
「
学
校
教
員
」
を
分
類
す
る
こ
と
な
く
並

置
し
て
い
る
。
造
花
業
に
つ
い
て
は
、
た
だ
「
奇
麗
な
る
仕
事
な
り
さ
れ
ば
貴

嬢
達
の
慰
み
半
分
の
内
職
に
す
る
も
宜
し
か
る
べ
し（

60
）」

と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、明
治
三
十
八
年
以
降
の
『
新
撰 

女
子
就
業
案
内
』
と
『
女

欧
化
主
義
期
に
女
性
の
洋
装
や
帽
子
、
室
内
を
装
飾
す
る
の
に
多
く
用
い
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
、
女
学
生
や
中
・
上
流
階
級
の
婦
人
を
中
心
に
、
和
装
の
女
性

に
も
広
く
流
行
し
た
束
髪
を
飾
っ
た
。
明
治
日
本
で
は
、
数
多
く
の
手
芸
専
門

書
が
出
版
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
明
治
二
十
六
年
に
出
版
さ
れ
た
『
婦
女
手
芸

法（
54
）』

に
記
述
さ
れ
た
造
花
の
項
目
を
見
よ
う
。

造
花
の
細
工
も
亦
女
子
手
芸
の
一
に
関
し
高
尚
に
し
て
而
も
利
益
あ
る
職

業
と
し
て
学
ぶ
可
き
の
価
値
あ
る
も
の
な
り
而
し
て
此
造
花
の
目
的
と
す

る
所
は
全
く
装
飾
の
一
点
に
あ
り
て
女
子
の
頭
飾
に
用
ふ
る
花
簪
乃
至
床

の
花
籠
等
に
用
ひ
て
頗
る
美
麗
な
る
も
の
な
り（

55
）

右
の
よ
う
に
、
開
化
の
趣
味
に
合
っ
た
造
花
は
〈
装
飾
〉
を
目
的
と
し
、〈
高

尚
〉
で
〈
利
益
〉
を
も
た
ら
す
職
業
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
前
節
で
考

察
し
た
よ
う
に
、
手
芸
科
目
は
日
本
の
普
通
女
学
校
で
は
な
く
女
子
職
業
学
校

の
主
要
科
目
で
あ
っ
た
。
造
花
技
術
の
教
授
は
、
明
治
二
十
年
九
月
、
共
立
女

子
職
業
学
校
に
お
い
て
初
め
て
一
つ
の
学
科
と
な
っ
た
。
そ
の
設
立
の
背
景
は

次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

当
時
婦
人
の
帽
飾
及
び
室
内
装
飾
等
造
花
の
需
要
量
、
多
き
を
加
へ
舶
来

品
を
仰
ぐ
こ
と
夥
し
き
を
以
て
一
は
輸
入
を
防
が
ん
が
為
め
又
一
は
此
の

技
の
女
子
に
適
応
せ
る
業
務
な
る
を
認
め
た
る
が
為
め
特
に
大
阪
よ
り
教



139

近代中国女子教育における手芸科目と日本の影響

で
も
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
中
国
に
導
入
さ
れ
た
造
花
は
、
生
活
水
準
を

大
き
く
上
回
っ
た
〈
装
飾
品
〉・〈
奢
侈
品
〉
で
あ
っ
た
た
め
、
女
子
を
浪
費
家

に
し
堕
落
さ
せ
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
ま
で
付
き
纏
っ
て
い
た
。

三
、
手
芸
の
発
展
と
近
代
産
業

　

前
節
で
挙
げ
た
造
花
の
例
か
ら
、
職
業
と
結
び
つ
い
た
実
業
と
し
て
の
手
芸

の
発
展
は
、
当
時
の
社
会
状
況
と
近
代
産
業
の
発
達
に
大
き
く
左
右
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
本
節
で
は
、
手
芸
の
発
展
と
近
代
産
業
の
関

係
と
い
う
観
点
か
ら
、
日
本
に
お
け
る
手
芸
の
発
達
要
因
を
検
討
し
た
う
え
で
、

近
代
中
国
に
導
入
さ
れ
た
手
芸
科
目
が
大
き
な
発
展
を
見
せ
な
か
っ
た
理
由
を

示
し
た
い
。

（
1
）
日
本
に
お
け
る
手
芸
の
発
達
要
因

　

明
治
日
本
の
手
芸
は
、
女
学
校
の
随
意
科
目
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
む
し

ろ
女
性
の
職
業
教
育
と
の
関
連
で
注
目
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
中
国
に
導
入
さ
れ

た
手
芸
が
実
現
で
き
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
な
ぜ
、
明
治
日
本
で

手
芸
が
女
性
に
と
っ
て
最
も
実
現
し
や
す
い
職
業
と
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

ま
ず
、
手
芸
を
女
性
の
職
業
と
し
た
と
し
て
も
、
伝
統
社
会
が
女
性
に
課
す

規
範
と
衝
突
し
な
い
。
伝
統
的
な
日
本
社
会
で
は
、
女
性
の
「
性
」
に
対
す
る

管
理
が
厳
し
か
っ
た
。
し
か
し
、
明
治
に
な
る
と
就
学
や
就
職
に
伴
っ
て
女
学

子
の
新
職
業
』
で
は
、
職
業
が
そ
の
性
質
と
特
徴
に
よ
っ
て
分
類
さ
れ
、
造
花

は
そ
れ
ぞ
れ
副
業
的
職
業
と
技
芸
的
職
業
の
項
目
と
し
て
記
載
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
造
花
業
の
繁
盛
ぶ
り
に
つ
い
て
は
、
両
誌
と
も
に
日
露
戦
争
の
凱
旋

軍
人
の
歓
迎
花
馬
車
を
飾
っ
た
例
を
記
し
、
造
花
の
流
行
を
促
し
た
要
因
と
し

て
は
、
女
学
生
の
髪
飾
り
に
用
い
ら
れ
た
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、

造
花
工
業
の
発
展
を
支
え
た
の
は
、
東
京
だ
け
で
も
共
立
女
子
職
業
学
校
の
ほ

か
、
神
田
の
女
子
職
業
学
校
、
日
本
女
子
美
術
学
校
、
本
郷
弓
町
の
女
子
美
術

学
校
、
女
子
工
芸
学
校
の
よ
う
な
職
業
学
校
の
卒
業
生
、
そ
し
て
各
地
に
散
在

す
る
造
花
店
で
そ
の
技
術
を
習
得
し
た
女
工
た
ち
で
あ
る
。
さ
ら
に
、『
新
撰 

女
子
就
業
案
内
』
は
、
造
花
か
ら
得
ら
れ
る
利
益
を
、
一
日
普
通
花
二
十
五
輪

作
れ
ば
二
十
五
銭
か
ら
三
十
七
、八
銭
の
収
入
が
あ
る
、
と
し
て
い
る（

61
）。

こ
の

数
字
を
認
め
て
よ
い
な
ら
ば
、
造
花
は
、
手
先
が
器
用
な
女
性
た
ち
に
と
っ
て

恰
好
の
職
業
で
あ
り
、
国
内
の
産
業
に
留
ま
ら
ず
「
今
後
此
の
造
花
が
海
外
に

輸
出
せ
ら
れ
て
、
彼
の
地
の
紳
士
淑
女
の
嗜
好
に
入
り
、
彼
の
地
に
於
て
、
我

が
婦
人
の
嗜
味
の
花
の
開
き
栄
え
ん
こ
と（

62
）」

ま
で
も
期
待
で
き
る
も
の
と
な
っ

た
。

　

こ
の
よ
う
に
明
治
後
期
に
な
る
と
、
造
花
は
、
娘
た
ち
が
女
学
と
と
も
に
嗜

み
と
し
て
修
め
る
も
の
と
い
う
明
治
初
期
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
脱
し
、〈
高
尚
な

る
〉
技
芸
と
し
て
女
性
が
自
立
す
る
手
段
と
も
な
っ
た
。
そ
し
て
、
女
子
の
手

芸
は
日
本
の
産
業
の
発
展
に
貢
献
す
る
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
い

え
ば
、
近
代
化
と
と
も
に
西
洋
か
ら
受
容
し
た
造
花
は
近
代
化
の
象
徴
の
一
つ
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最
後
に
、
当
時
の
社
会
状
況
と
結
び
つ
け
て
手
芸
の
発
達
要
因
を
考
え
る
。

当
時
の
高
等
女
学
校
の
数
と
そ
の
生
徒
数
の
増
加
を
見
る
と
、
明
治
三
十
一
年

に
三
十
四
校
・
八
五
八
九
名
で
あ
っ
た
の
が
、
明
治
四
十
一
年
に
は
一
五
九

校
・
四
万
六
五
八
二
名
と
、
飛
躍
的
に
増
加
し
て
い
る（

66
）。

こ
の
増
加
を
も
た
ら

し
た
の
は
、
従
来
の
旧
士
族
を
中
心
と
す
る
上
流
・
中
流
の
エ
リ
ー
ト
層
出
身

者
で
は
な
く
、
日
露
戦
争
後
の
経
済
発
展
で
新
し
く
誕
生
し
た
、
俸
給
生
活
者

や
自
由
業
者
と
い
っ
た
新
中
間
層
出
身
の
子
女
で
あ
っ
た（

67
）。『

新
女
界（

68
）』

の
記

事
か
ら
、
当
時
の
高
等
女
学
校
の
生
徒
数
が
増
加
し
た
理
由
の
一
端
を
窺
う
こ

と
が
で
き
る
。

到
る
処
生
活
難
、
職
業
難
が
お
こ
り
（
中
略
）
女
学
校
の
卒
業
生
な
ど
卒

業
後
直
ち
に
結
婚
と
い
う
の
が
（
中
略
）
近
来
は
先
ず
如
何
に
し
て
独
立

の
資
を
得
可
き
乎
の
痛
ま
し
き
事
に
当
人
も
父
兄
も
心
配
し
て
手
芸
な
り

何
な
り
一
つ
独
立
し
て
生
活
出
来
る
様
に
と
い
う
処
か
ら
職
業
学
校
又
は

技
芸
学
校
が
頗
る
繁
昌
す
る
と
い
う
現
象
を
呈
す
る
よ
う
に
な
っ
た（

69
）。

日
露
戦
争
で
勝
利
を
収
め
た
と
は
い
え
、
そ
の
後
の
増
税
や
物
価
騰
貴
の
た
め

新
中
間
層
の
生
活
は
そ
れ
ほ
ど
裕
福
で
は
な
か
っ
た
。
女
子
職
業
学
校
が
繁
昌

し
た
の
は
、
女
学
生
本
人
も
両
親
も
手
芸
の
習
得
に
よ
る
収
入
と
最
低
限
の
自

立
を
考
え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　

ま
た
、
手
芸
教
育
の
希
望
者
が
増
加
し
た
理
由
と
し
て
は
、
日
露
戦
争
が
生

生
の
行
動
範
囲
と
交
際
機
会
が
広
が
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
女
性
の
性
に
対
す

る
管
理
の
問
題
が
浮
上
し
た
。
そ
こ
で
、
伝
統
的
な
婦
徳
の
涵
養
と
内
職
的
な

家
庭
内
労
働
と
い
う
特
徴
を
持
つ
手
芸
で
あ
れ
ば
、
女
性
の
経
済
的
な
自
立
と

「
性
」
に
対
す
る
管
理
の
両
立
を
可
能
に
す
る
、
と
し
て
社
会
的
に
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

次
に
、
明
治
の
産
業
の
発
達
と
女
性
の
内
職
の
関
係
に
つ
い
て
見
よ
う
。
内

職
は
、
旧
幕
時
代
か
ら
存
在
す
る
が
、
明
治
時
代
の
産
業
の
発
達
と
細
分
化
に

伴
っ
て
大
き
な
発
展
期
を
迎
え
、
家
制
度
下
の
妻
や
娘
、
つ
ま
り
も
っ
ぱ
ら
女

性
た
ち
の
労
働
と
な
っ
た
。
明
治
時
代
の
女
性
内
職
者
が
経
済
の
発
展
に
ど
れ

だ
け
寄
与
し
て
い
た
か
に
つ
い
て
の
調
査
資
料
は
な
い
が
、
前
節
で
挙
げ
た

『
女
子
の
新
職
業
』
に
よ
る
と
、
造
花
に
携
わ
る
人
は
大
阪
が
も
っ
と
も
多
く
、

内
職
を
入
れ
る
と
四
千
人
に
達
し
、
生
産
高
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
東
京
は
一
カ

月
三
万
円
ほ
ど
で
あ
る
の
に
対
し
、
大
阪
は
お
よ
そ
五
万
円
に
達
し
た
と
い
う（

63
）。

当
時
の
造
花
の
従
事
者
と
生
産
高
だ
け
か
ら
見
て
も
、
女
性
の
内
職
が
明
治
の

産
業
発
展
に
貢
献
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
村
上
信
彦
は
、
明
治
の
女
性
史

に
関
す
る
研
究（

64
）で

、
明
治
の
産
業
立
国
を
実
現
さ
せ
た
原
動
力
は
安
い
労
働
力

に
あ
っ
た
と
指
摘
し
、
そ
の
「
安
い
労
働
力
の
根
源
は
独
立
し
て
い
な
い
・
す

る
こ
と
を
許
さ
れ
な
い
女
の
働
き
で
あ
っ
た（

65
）」

と
し
て
、
女
性
の
内
職
と
明
治

の
産
業
発
展
と
の
関
係
を
強
調
し
て
い
る
。
そ
れ
は
同
時
に
、
女
性
た
ち
は
、

内
職
に
よ
っ
て
「
辛
う
じ
て
身
を
立
て
る
」
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
、
完
全
に

自
立
で
き
な
い
こ
と
を
も
示
し
て
い
る
。
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か
ら
離
脱
す
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
実
用0

性
の
追
求
と
学
問
の
追
求

と
は
、
助
け
合
い
な
が
ら
お
こ
な
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す（

75
）（

傍
点
は

筆
者
）。

こ
の
実
用
性
を
重
ん
じ
る
蔡
元
培
の
女
子
教
育
思
想
は
、『
婦
女
雑
誌
』
の
女

子
教
育
に
関
す
る
言
論
に
も
明
確
に
示
さ
れ
て
お
り
、
女
子
手
芸
科
目
に
対
し

て
も
実
用
性
と
い
う
点
か
ら
の
み
評
価
が
下
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
一
方
で
、
一
九
一
二
年
に
蔡
元
培
の
指
導
の
も
と
で
制
定
さ
れ
た

民
国
最
初
の
「
教
育
総
旨
令
」
は
、
民
国
の
教
育
主
旨
を
、
軍
国
民
教
育
、
実

利
教
育
、
公
民
道
徳
教
育
、
美
観
教
育
お
よ
び
世
界
観
教
育
と
し
て
い
た
。
と

こ
ろ
が
、
彼
は
、
民
国
の
教
育
方
針
の
一
つ
と
し
て
実
利
教
育
を
規
定
し
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
女
子
に
対
し
て
は
、
男
子
教
育
と
の
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

を
認
め
、
女
子
教
育
に
実
利
性
は
求
め
ず
実
用
性
の
み
を
要
求
し
た
。
彼
の
主

張
す
る
女
子
教
育
の
実
用
性
は
、
女
性
の
天
職
に
帰
着
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、『
婦
女
雑
誌
』
で
は
、
女
子
に
実
利
教
育
を
求
め
る
論
説
も
見
ら
れ
る

が
、
手
芸
に
関
し
て
は
実
用
性
す
ら
な
い
と
批
判
さ
れ
た
た
め
、
当
然
な
が
ら

手
芸
が
利
益
を
生
む
こ
と
は
理
解
も
期
待
も
さ
れ
な
か
っ
た
。

　

次
に
、
民
国
成
立
後（

76
）の

女
子
職
業
教
育
の
発
展
史
を
辿
り
な
が
ら
、
中
国
で

手
芸
科
目
が
職
業
と
し
て
成
立
し
な
か
っ
た
原
因
を
分
析
す
る
。
新
し
く
成
立

し
た
民
国
政
府
は
、
富
国
強
民
の
た
め
に
実
業
の
新
興
に
力
を
入
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
に
教
育
部
は
民
国
二
年
（
一
九
一
三
）
八
月
に

み
出
し
た
社
会
問
題
の
一
つ
、
戦
争
未
亡
人
の
生
活
難
が
女
性
に
自
立
で
き
る

だ
け
の
技
能
と
職
業
の
必
要
性
を
自
覚
さ
せ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
戦
争
に
よ
っ

て
中
流
階
級
出
身
の
若
い
女
性
た
ち
も
手
に
職
を
つ
け
、
自
活
の
手
段
を
考
え

る
必
要
性
が
生
じ
た
の
で
あ
る（

70
）。

他
方
で
、
明
治
後
期
に
な
る
と
、
女
性
自
身

の
高
等
教
育
機
関
へ
の
進
学
熱
や
家
か
ら
の
解
放
と
自
立
へ
の
願
望
な
ど
も
、

女
性
の
就
業
を
促
し
た
要
因
と
考
え
ら
れ
る（

71
）。

　

以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
明
治
に
お
け
る
資
本
主
義
の
発
展
と
日
露
戦
争
の
影

響
に
よ
っ
て
、
そ
も
そ
も
女
性
の
嗜
み
だ
っ
た
手
芸
は
、
女
性
が
収
入
を
得
る

高
尚
な
手
段
と
見
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
明
治
女
性
の
職
業
の
一
つ
と
し
て

成
立
し
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

（
2
）
中
国
に
お
け
る
手
芸
発
展
不
調
の
要
因

　

前
述
し
た
よ
う
に
、『
婦
女
雑
誌
』
に
お
い
て
、
日
本
伝
来
の
手
芸
科
目
は
、

「
今
日
の
教
育
は
実
用
性
を
重
ん
じ
る
よ
う
に
な
り
、
初
等
、
高
等
小
学
校
及

び
中
学
校
、
師
範
学
校
す
べ
て
実
用
主
義
を
目
的
と
し
て
い
る（

72
）」

と
い
う
観
点

か
ら
批
判
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
観
点
に
は
、
民
国
教
育
部
の
初
代
教
育
総
長（

73
）

蔡
元
培
の
女
子
教
育
思
想
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
彼
の
女
子
教
育
思
想
に
つ
い

て
は
、
一
九
一
六
年
に
愛
国
女
学（

74
）で

行
っ
た
演
説
か
ら
そ
の
一
端
を
窺
う
こ
と

が
で
き
る
。

女
子
が
入
学
し
て
学
問
を
追
求
す
る
の
は
、
家
庭
に
お
け
る
固
有
の
天
職
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て
も
詳
し
く
規
定
し
た
。
そ
の
規
定
実
施
の
一
例
と
し
て
、
北
京
女
子
高
等
師

範
附
属
中
学
校
の
職
業
科
に
造
花
・
摘
棉
・
編
物
・
刺
繍
紙
竹
木
な
ど
の
細
工

と
簡
単
な
針
金
細
工
な
ど
の
科
目
を
増
や
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る（

80
）。

し
か
し
、

こ
の
訓
令
が
発
布
さ
れ
た
翌
日
、
教
育
部
は
女
子
中
学
校
に
対
し
て
家
事
実
習

を
重
視
す
る
訓
令
を
出
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
当
時
の
教
育
部
の
女
子
に
対

す
る
期
待
が
、
職
業
に
活
か
せ
る
能
力
よ
り
も
家
事
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

ま
た
、
民
国
十
七
年
（
一
九
二
八
）
の
第
一
次
全
国
教
育
会
議
は
、「
女
性

は
職
業
を
持
つ
と
生
計
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
男
性
の
負
担
を
軽
減
し
た

り
、
国
家
に
富
を
も
た
ら
す
こ
と
も
で
き
る（

81
）」

と
い
っ
た
六
条
の
理
由
を
挙
げ

て
平
民
女
子
職
業
教
育
案
を
議
決
し
た
。
こ
の
女
子
職
業
教
育
を
重
視
し
始
め

た
民
国
教
育
部
の
姿
勢
は
、
民
国
十
八
年
（
一
九
二
九
）
の
南
京
市
婦
女
代
表

大
会
で
議
決
さ
れ
た
、
婦
女
職
業
学
校
と
夜
間
婦
女
職
業
学
校
の
増
設
要
求
を

受
け
入
れ
、
そ
れ
を
速
や
か
に
各
省
に
通
達
し
た
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
民
国
の
教
育
部
は
、
女
子
職
業
教
育
の
発
展
を
目
指
し
て
一

連
の
法
令
や
規
定
を
公
布
し
た
。
し
か
し
、
教
育
部
第
五
次
の
統
計
に
よ
る
と
、

民
国
五
年
八
月
か
ら
六
年
七
月
（
一
九
一
六
〜
一
九
一
七
）
ま
で
の
、
全
国
の

女
子
職
業
学
校
の
学
生
数
は
わ
ず
か
一
八
六
六
名
で
、
全
国
実
業
学
校
の
全
学

生
数
の
六
パ
ー
セ
ン
ト
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
う
ち
手
芸
科
目
を
専

門
的
に
取
り
扱
う
学
校
は
一
カ
所
も
な
か
っ
た
。
次
の
民
国
十
九
年

（
一
九
三
〇
）
の
統
計
で
は
、
全
国
の
女
子
職
業
学
校
は
計
六
十
九
カ
所
に
増

え
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
は
主
に
蚕
桑
・
技
芸
・
医
学
と
い
う
三
種
類

「
実
業
学
校
令
」
を
公
布
し
た
。
こ
れ
は
、
男
子
を
中
心
と
し
た
教
育
令
で
あ

り
、
女
子
職
業
学
校
に
つ
い
て
は
、
た
だ
「
地
方
の
情
況
に
合
わ
せ
な
が
ら
、

各
項
の
実
業
学
校
の
規
定
（
男
子
実
業
学
校
の
規
定
を
指
す
）
に
基
づ
い
て
設
置

す
る（

77
）」

と
記
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
こ
の
「
実
業
学
校
令
」
は
、
女
子
実
業
学

校
の
設
置
に
触
れ
た
最
初
の
法
令
で
あ
る
が
、
そ
の
実
態
は
ど
う
だ
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。
一
九
一
七
年
の
第
三
回
全
国
教
育
連
合
会
の
「
職
業
教
育
進
行
計
画

案
」
に
は
、「
教
育
部
が
女
子
職
業
学
校
の
設
置
を
決
定
し
た
が
、
調
査
に
よ

る
と
各
省
は
ほ
と
ん
ど
設
立
し
て
い
な
い
。
速
や
か
に
女
子
実
業
学
校
を
つ
く

る
べ
し（

78
）」

と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
計
画
案
か
ら
は
、「
実
業
学
校
令
」
の
発

布
か
ら
五
年
経
っ
て
も
ま
だ
女
子
職
業
学
校
が
設
立
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い

う
厳
し
い
実
態
が
わ
か
る
。

　

そ
の
後
、
民
国
の
教
育
部
は
、
女
子
職
業
教
育
を
発
展
さ
せ
る
た
め
の
い
く

つ
か
の
訓
令
や
規
定
を
公
布
し
た
。
た
と
え
ば
、
一
九
一
八
年
に
全
国
中
学
校

校
長
会
議
で
議
決
さ
れ
た
「
女
子
中
学
校
は
簡
易
職
業
科
を
附
設
す
べ
し
、
女

子
職
業
案
を
拡
充
す
べ
し
」と
い
う
提
案
に
基
づ
い
た
、民
国
八
年
（
一
九
一
九
）

五
月
二
十
二
日
の
教
育
部
訓
令
は
、
各
省
の
女
子
中
学
校
に
対
し
て
、
実
用
性

を
強
調
し
、
女
子
中
学
校
に
お
け
る
簡
易
職
業
科
の
設
置
を
要
請
し
た
。
そ
の

設
置
方
法
に
お
い
て
、
日
本
の
高
等
女
学
校
附
属
実
業
科
を
模
倣
し
て
い
る
と

い
う（

79
）。

そ
し
て
、
同
年
第
五
次
全
国
教
育
連
合
会
で
は
、
一
般
教
育
に
お
け
る

職
業
科
お
よ
び
そ
の
実
施
方
法
を
議
決
し
、
女
子
学
生
に
関
し
て
は
、
家
事
・

園
芸
・
手
工
・
裁
縫
科
の
設
備
を
は
じ
め
、
教
授
法
お
よ
び
実
習
方
法
に
つ
い
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雑
誌
の
記
載
だ
け
で
な
く
、
民
国
初
期
の
産
業
と
海
外
貿
易
を
記
録
し
た

デ
ー
タ
を
見
る
と
、
当
時
、
発
展
し
つ
つ
あ
っ
た
工
業
と
し
て
紡
績
業
・
製
糸

業
・
製
粉
・
煙
草
・
製
糖
・
セ
メ
ン
ト
・
マ
ッ
チ
・
搾
油
・
紙
・
皮
革
・
化
粧

品
・
製
材
・
製
鉄
・
造
船
・
製
塩
・
ガ
ラ
ス
・
石
鹸
な
ど
が
挙
が
っ
て
い
る
が
、

手
芸
科
目
と
な
っ
て
い
る
手
芸
品
の
項
目
は
な
い（

84
）。

そ
し
て
、『
中
国
海
関
華

洋
貿
易
総
冊
―
―
民
国
十
九
年（

85
）』

に
収
録
さ
れ
た
民
国
十
八
年
お
よ
び
十
九
年

の
輸
出
品
リ
ス
ト
で
も
、「
動
物
お
よ
び
そ
の
製
品
」「
植
物
お
よ
び
そ
の
製

品
」「
棉
製
品
」「
糸
製
品
」
な
ど
に
つ
い
て
は
詳
し
く
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、

手
芸
品
は
見
当
た
ら
な
い
。
ま
た
、
一
九
二
七
年
か
ら
一
九
二
九
年
ま
で
の
輸

出
統
計
に
あ
ら
わ
れ
る
手
芸
輸
出
品
の
ほ
と
ん
ど
は
「
絹
織
物
」「
棉
製
品
」

「
棉
織
糸
」
で
あ
る（

86
）。

　

こ
れ
ま
で
に
調
べ
た
限
り
の
資
料
で
確
認
で
き
る
の
は
、『
婦
女
雑
誌
』
に

掲
載
さ
れ
た
「
晋
江
婦
女
職
業
談
」
に
お
い
て
、「
造
花
」
が
晋
江
と
い
う
福

建
省
南
部
の
町
の
女
性
の
職
業
の
一
つ
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
こ
と
の
み
で
あ
る
。

そ
こ
で
は
、「
裁
縫
」「
紡
織
」「
刺
繍
」
と
並
ん
で
「
造
花
」
も
挙
げ
ら
れ
て

お
り
、「
造
花
」
の
日
給
は
「
帽
子
、
靴
作
り
」
と
ほ
ぼ
同
じ
ぐ
ら
い
で
あ
る

と
記
さ
れ
て
い
る（

87
）。

こ
の
よ
う
に
、「
造
花
」
の
よ
う
な
日
本
伝
来
の
手
芸
科

目
が
、
当
時
の
女
性
に
一
定
の
収
入
を
も
た
ら
し
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
が
、

以
上
の
考
察
か
ら
、
中
国
に
導
入
さ
れ
た
手
芸
科
目
は
、
明
治
日
本
の
よ
う
に

女
子
職
業
教
育
と
し
て
も
、
ま
た
産
業
お
よ
び
貿
易
分
野
に
お
い
て
も
、
発
展

を
遂
げ
な
か
っ
た
と
い
え
る
。

の
学
堂
で
あ
っ
た
と
い
う
。
技
芸
学
校
と
し
て
、
上
海
速
成
女
工
師
範
伝
習
所
、

揚
州
女
工
伝
習
所
な
ど
の
学
校
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
の
学
校
に
お
い
て

は
ミ
シ
ン
や
機
械
に
よ
る
刺
繍
・
裁
縫
の
技
術
が
伝
授
さ
れ
、
日
本
か
ら
導
入

さ
れ
た
「
編
物
・
組
糸
・
嚢
物
・
刺
繍
・
造
花
」
と
い
う
〈
手
芸
〉
科
目
は
見

当
た
ら
な
か
っ
た（

82
）。

日
本
伝
来
の
「
編
物
・
組
糸
・
嚢
物
・
刺
繍
・
造
花
」
で

は
な
く
、
中
国
の
伝
統
手
芸
で
あ
る
裁
縫
・
刺
繍
が
女
子
職
業
学
校
の
教
育
科

目
と
な
っ
た
こ
と
は
『
婦
女
雑
誌
』
の
論
説
に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

女
子
職
業
教
育
を
提
唱
す
る
『
婦
女
雑
誌
』
の
論
説
は
、
各
地
の
事
情
に
適

し
た
職
業
教
育
を
実
施
す
べ
き
だ
と
い
う
観
点
か
ら
、
中
国
に
導
入
さ
れ
た
日

本
の
手
芸
科
目
を
批
判
す
る
一
方
で
、
中
国
の
伝
統
的
な
蚕
桑
と
裁
縫
・
刺
繍

を
重
視
す
る
よ
う
主
張
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、「
女
学
校
宜
廃
去
結
線
手
工

注
重
裁
縫
刺
繍
之
商
榷
」（
夢
梅
、
第
一
巻
第
九
号
）、「
敬
告
実
施
女
子
職
業
教

育
者
」（
胡
宗
瑗
、
第
四
巻
第
一
号
）、「
普
及
女
子
蚕
業
教
育
之
意
見
」（
村
士
、

第
五
巻
第
一
号
）
な
ど
の
論
説
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

そ
れ
ら
の
論
説
は
、
中
国
の
伝
統
的
な
手
芸
で
あ
る
刺
繍
は
欧
米
各
国
で
は

人
気
が
あ
り
、
デ
ザ
イ
ン
を
改
良
す
れ
ば
輸
出
品
と
し
て
成
り
立
つ
と
主
張
す

る
。
ま
た
、『
教
育
雑
誌
』
第
十
巻
第
十
号
「
大
事
記
」
欄
に
「
一
九
一
八
年

九
月
十
三
日　

教
育
部
通
咨
各
省
区
女
校
手
工
科
附
授
花
辺
抽
糸
二
項（

83
）」

と
あ

る
よ
う
に
、
女
子
手
芸
の
レ
ー
ス
・
糸
紡
ぎ
・
か
つ
ら
・
刺
繍
の
欧
州
で
の
売

れ
行
き
が
非
常
に
よ
い
た
め
、
各
省
の
女
子
学
校
の
手
工
科
に
レ
ー
ス
と
糸
紡

ぎ
二
科
を
加
え
て
い
る
。
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ま
と
め

　

本
論
は
、
従
来
の
研
究
で
目
を
向
け
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
清
末
民
初
の

「
日
本
型
教
育
体
制
」
に
お
け
る
女
子
教
育
と
日
本
モ
デ
ル
の
問
題
を
、
女
子

手
芸
科
目
の
点
か
ら
考
察
し
た
。
近
代
中
国
の
女
子
教
育
に
導
入
さ
れ
た
手
芸

は
、
当
時
の
社
会
状
況
と
産
業
経
済
の
未
熟
さ
に
よ
っ
て
、
日
本
の
よ
う
な
職

業
と
結
び
つ
い
た
実
業
と
し
て
発
展
を
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

注（
1
）　

阿
部
洋
『
中
国
の
近
代
教
育
と
明
治
日
本
』
龍
渓
書
舎
、
二
〇
〇
二
年
。

（
2
）　

一
八
三
四
年
に
ロ
ン
ド
ン
で
結
成
さ
れ
た
東
方
女
子
教
育
協
進
社
か
ら
最
初
に
中
国

に
派
遣
さ
れ
た
ア
ル
ダ
ー
シ
ー
女
史
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
女
学
校
で
あ
る
。

（
3
）　

汪
婉
『
清
末
中
国
対
日
教
育
視
察
の
研
究
』
汲
古
書
院
、
一
九
九
八
年
。

（
4
）　

阿
部
洋
、
前
掲
書
、
三
三
〜
三
五
頁
。

（
5
）　

熊
賢
君
『
中
国
女
子
教
育
史
』
山
西
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
、
二
一
〇
頁
。
原

文
は
「
流
弊
甚
多
、
断
不
相
宜
」
で
あ
る
。

（
6
）　

具
体
的
に
は
、
日
本
・
米
・
英
・
仏
・
独
・
そ
の
他
の
十
カ
国
を
視
察
し
た
。

（
7
）　

一
九
〇
〇
年
、
北
京
が
八
カ
国
連
合
軍
に
占
領
さ
れ
、
西
太
后
と
光
緒
帝
は
陝
西
省

に
逃
れ
た
が
、
当
時
の
巡
撫
で
あ
っ
た
端
方
は
そ
の
応
対
に
よ
っ
て
、
西
太
后
の
厚
い

信
頼
を
得
た
と
い
う
。

（
8
）　

阿
部
洋
、
前
掲
書
、
一
九
〇
頁
。

（
9
）　

一
般
科
目
に
お
け
る
日
本
の
影
響
に
つ
い
て
は
別
稿
で
論
じ
る
。

　

近
代
化
へ
の
道
を
歩
み
始
め
た
民
国
の
経
済
と
教
育
の
発
展
状
況
は
、
明
治

日
本
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
遅
れ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
日
本
で
は
女
子

の
職
業
と
結
び
つ
い
て
大
き
な
発
展
を
見
せ
た
手
芸
で
あ
っ
た
が
、
中
国
で
は

職
業
と
は
無
縁
の
ま
ま
挫
折
し
て
し
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

中
国
に
移
植
さ
れ
た
女
子
手
芸
が
失
敗
し
た
要
因
は
、
社
会
状
況
と
経
済
状

況
が
手
芸
に
発
展
の
土
壌
を
提
供
で
き
な
か
っ
た
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
当
時

の
教
育
政
策
の
立
案
・
実
施
者
に
も
一
定
の
責
任
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

清
末
の
「
女
子
師
範
学
堂
章
程
」
の
女
子
科
目
と
し
て
導
入
さ
れ
た
「
編

物
・
組
糸
・
嚢
物
・
刺
繍
・
造
花
」
は
、
そ
も
そ
も
明
治
期
の
高
等
女
学
校
に

お
い
て
は
、
家
政
科
目
で
は
な
く
単
な
る
随
意
科
目
で
あ
っ
た
。
手
芸
は
、
実

際
に
は
女
子
職
業
学
校
の
科
目
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
清
末
の

女
子
師
範
学
堂
お
よ
び
そ
の
後
の
民
国
女
学
校
は
手
芸
科
目
を
家
政
科
目
と
し

て
導
入
し
た
。
当
時
の
経
済
・
社
会
状
況
は
、
女
子
教
育
に
装
飾
用
の
手
芸
で

は
な
く
、
家
事
や
裁
縫
の
よ
う
な
基
本
的
で
実
用
的
な
家
政
技
能
を
要
求
し
て

い
た
。
し
か
も
、
明
治
日
本
と
異
な
り
、
手
芸
が
家
計
を
助
け
る
〈
実
利
〉
と

な
る
よ
う
な
環
境
も
な
か
っ
た
。
手
芸
が
家
政
に
と
っ
て
〈
実
用
〉
的
で
は
な

い
と
批
判
さ
れ
た
の
は
、
そ
の
た
め
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
、
女
子
手
芸
科
目
が
中
国
の
社
会
的
土
壌
に
お
い
て
う
ま
く
成
長
で
き

な
か
っ
た
要
因
の
一
つ
は
、
近
代
中
国
の
女
子
教
育
制
度
の
未
熟
さ
と
産
業
の

未
発
達
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
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報
告
書
と
し
て
『
扶
桑
両
月
記
』
を
一
九
〇
二
年
に
刊
行
し
た
。

（
23
）　

阿
部
洋
、
前
掲
書
、
四
五
〜
四
六
頁
。

（
24
）　

清
朝
学
部
が
明
治
の
手
芸
内
容
を
採
用
し
た
の
は
、
当
時
多
く
の
教
育
視
察
団
を
日

本
に
送
っ
た
こ
と
と
関
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
別
稿
で
論
じ
る
。

（
25
）　

民
国
初
期
で
は
、
手
芸
科
目
の
う
ち
「
組
糸
」
と
「
嚢
物
」
を
削
除
し
た
。
そ
の
か

わ
り
に
「
摘
棉
」
を
入
れ
た
。

（
26
）　

こ
れ
以
降
使
用
さ
れ
る
「
手
芸
」
は
、
特
別
な
説
明
が
な
い
限
り
「
編
物
・
刺
繍
・

摘
棉
・
造
花
」
を
指
す
。

（
27
）　

夢
梅
『
婦
女
雑
誌
』
第
一
巻
第
九
号
、
一
九
一
二
年
一
月
、
一
〇
七
〜
一
〇
八
頁
。

（
28
）　

原
文
は
「
余
対
於
我
国
女
学
校
結
線
一
科
以
為
利
不
敵
害
不
如
速
去
之
為
益
也
（
女

学
校
中
造
花
一
科
亦
無
甚
実
用
且
所
用
各
物
均
係
舶
来
品
余
意
以
廃
去
為
是
）」
で
あ
る
。

（
29
）　

原
文
は
「
一
用
各
線
均
係
舶
来
品
利
源
外
溢
二
実
習
各
物
多
用
自
習
時
間
虚
費
光
陰

三
制
成
物
品
徒
供
陳
列
於
家
政
上
豪
無
裨
益
四
職
是
之
故
有
卒
業
於
女
子
高
等
小
学
曾

習
手
工
科
数
年
而
衣
服
偶
然
破
砕
竟
至
不
能
縫
補
者
」
で
あ
る
。
夢
梅
、
前
掲
書
、

一
〇
八
頁
。

（
30
）　

山
東
省
立
第
一
女
子
師
範
学
校
校
長
周
幹
庭
講
演
、
学
生
荘
維
明
、
呉
琬
記
録
、
第

一
巻
第
十
号
、
九
〇
〜
九
一
頁
。

（
31
）　

原
文
は
、「
師
範
本
科
至
三
四
年
時
本
有
造
花
摘
棉
刺
繍
等
然
試
問
造
花
摘
棉
従
何
処

創
始
則
均
効
法
日
本
者
也
以
外
国
之
科
行
於
我
国
合
宜
輿
否
尚
須
研
究
即
刺
繍
一
門
本

為
我
国
特
長
従
前
学
校
未
興
女
子
未
有
不
従
事
於
此
者
然
推
其
究
竟
不
過
為
奢
侈
品
装

飾
品
必
富
貴
人
家
高
堂
大
厦
方
能
用
之
若
中
流
社
会
以
下
即
不
常
用
諸
生
即
学
至
優
美

地
歩
将
来
日
用
生
活
日
繁
亦
必
無
暇
及
此
鄙
見
学
校
中
不
妨
裁
去
」
で
あ
る
。
九
一
頁
。

（
32
）　

原
文
は
、「
至
造
花
摘
棉
之
材
料
除
銅
線
絨
線
白
紗
可
在
本
国
購
買
外
其
余
花
蕊
託
花

葉
及
象
皮
生
熟
五
色
棉
等
等
無
不
来
自
東
洋
、
以
日
本
之
材
料
為
我
国
之
手
工
（
中
略
）

按
之
実
用
主
義
未
免
背
道
而
馳
故
鄙
見
以
為
不
如
以
各
省
之
土
産
為
手
工
之
材
料
利
権

既
不
外
溢
乏
可
無
慮
」
で
あ
る
。
九
一
頁
。

（
33
）　

胡
宗
瑗
、
一
九
一
五
年
一
月
、
一
二
〜
一
四
頁
。

（
10
）　
「
中
国
現
代
女
子
教
育
史
目
録
」（
程
謫
平
、
一
九
三
六
年
、
中
華
書
局
）『
中
国
近
現

代
女
性
学
術
叢
刊
』
十
四
、
孫
暁
梅
主
編
、
線
装
書
局
、
二
〇
一
〇
年
、
六
七
頁
。

（
11
）　

中
国
側
の
表
は
『
学
部
官
報
』（
第
一
冊
、
国
立
故
宮
博
物
院
印
行
、
一
九
八
〇
年
、

三
二
一
頁
）、『
中
国
女
子
教
育
史
』（
熊
賢
君
、
前
掲
書
）、『
中
国
女
子
教
育
通
史
』（
杜

学
元
、
貴
州
教
育
出
版
社
、
一
九
九
六
年
）
と
『
中
国
近
代
学
制
史
料
』（
朱
有
瓛
編
、

第
三
冊
、上
、華
東
師
範
大
学
出
版
社
、一
九
八
九
年
）
を
参
照
し
、日
本
側
の
表
は
、『
学

制
百
年
史
』（〔
記
述
編
、
資
料
編
〕
文
部
省
、
一
九
七
二
年
）
と
『
女
子
教
育
史
』（
桜

井
役
、
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
一
九
八
一
年
）
を
参
照
し
て
作
成
し
た
。

（
12
）　

桜
井
役
、
前
掲
書
、
一
三
二
頁
。

（
13
）　
「
組
糸
」
と
「
嚢
物
」
は
別
物
で
あ
る
が
、「
嚢
物
」
は
必
ず
材
料
と
し
て
「
組
糸
」

を
使
用
す
る
た
め
、「
高
等
女
学
校
令
施
行
規
則
」
は
「
組
糸
嚢
物
」
の
習
得
を
定
め
、

清
の
学
部
は
、
そ
れ
を
別
々
の
技
術
と
し
て
導
入
し
た
。

（
14
）　

学
校
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
た
手
芸
内
容
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
が
、
文
部
省
が
学
校
教

育
に
お
け
る
女
子
手
芸
の
内
容
に
つ
い
て
初
め
て
明
確
に
規
定
し
た
の
は
、
明
治

三
十
四
年
発
布
の
「
高
等
女
学
校
令
施
行
規
則
」
で
あ
る
。

（
15
）　
『
東
京
の
女
子
教
育
』
東
京
都
、
一
九
六
〇
年
、
一
八
四
〜
一
八
五
頁
。

（
16
）　

須
永
金
三
郎
、
博
文
館
、
一
八
九
三
年
。

（
17
）　

熊
賢
君
、
前
掲
書
。

（
18
）　

程
謫
平
、
前
掲
書
、
五
九
頁
。

（
19
）　

清
の
学
部
が
「
高
等
女
学
校
令
施
行
規
則
」
の
手
芸
規
定
に
は
な
い
「
特
補
助
家
庭

生
計
」
と
い
う
一
文
を
入
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
。

（
20
）　

程
謫
平
、
前
掲
書
、
六
三
頁
。

（
21
）　
『
学
制
演
変
』（
璩
鑫
圭
・
唐
良
炎
编
『
中
国
近
代
教
育
史
资
料
汇
编
』
陈
元
晖
主
编
、

上
海
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
、
二
三
九
頁
）
が
収
録
す
る
、『
教
育
世
界
』
の
第
一

巻
か
ら
第
六
十
八
巻
ま
で
掲
載
さ
れ
た
日
本
教
育
法
規
の
リ
ス
ト
に
よ
る
。

（
22
）　

羅
振
玉
は
、
発
刊
直
後
の
一
九
〇
一
年
冬
に
、『
教
育
世
界
』
雑
誌
の
発
行
を
支
え
た

湖
広
総
督
張
之
洞
と
両
江
総
督
劉
坤
一
の
依
頼
で
日
本
の
教
育
事
情
を
視
察
し
、
そ
の
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を
し
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

（
47
）　

前
掲
書
『
実
践
女
子
学
園
八
十
年
史
』、
八
二
頁
。

（
48
）　

山
崎
明
子
、
前
掲
書
、
一
〇
四
頁
。

（
49
）　

桜
井
役
、
前
掲
書
。

（
50
）　

表
2
、
表
3
の
作
成
に
は
、『
日
本
の
女
性
と
産
業
教
育
』（
三
好
信
浩
、
東
信
堂
、

二
〇
〇
〇
年
、
一
六
一
〜
一
六
二
頁
）
お
よ
び
明
治
末
年
の
『
文
部
省
第
三
九
年
報
』

の
「
公
私
立
実
業
学
校
別
一
覧
」
を
参
照
し
た
。
ま
た
、
表
2
〔
そ
の
他
〕
の
内
容
は
、

染
織
・
機
織
・
染
色
・
養
蚕
・
技
芸
・
製
糸
と
な
る
。

（
51
）　
『
な
で
し
こ
』
大
日
本
女
学
会
、
第
六
巻
第
五
号
、
一
九
〇
六
年
三
月
。

（
52
）　
『
女
鑑
』
国
光
社
、
第
五
巻
第
十
二
号
、
一
九
〇
五
年
二
月
（『
婦
人
雑
誌
』、
明
治

二
十
四
年
八
月
八
日
創
刊
。
家
庭
に
お
け
る
女
子
の
知
育
と
徳
育
を
啓
蒙
す
る
「
女
大

学
」
主
義
を
標
榜
す
る
）。

（
53
）　

同
前
。

（
54
）　

須
永
金
三
郎
著
、
博
文
館
、
一
八
九
三
年
。

（
55
）　

同
前
、
一
三
七
頁
。

（
56
）　

前
掲
書
『
共
立
女
子
職
業
学
校
二
十
五
年
史
』、
一
六
頁
。

（
57
）　

林
恕
哉
、
文
学
同
志
会
、
明
治
三
十
年
。

（
58
）　

木
下
祥
真
編
、
内
外
出
版
協
会
、
明
治
三
十
八
年
。

（
59
）　

菅
原
臥
竜
（
晨
亭
）
編
、
便
利
店
、
一
九
〇
六
年
。

（
60
）　

林
恕
哉
『
婦
人
職
業
案
内
』
文
学
同
志
会
、
明
治
三
十
年
、
五
三
頁
。

（
61
）　

同
前
、
七
八
頁
。

（
62
）　

木
下
祥
真
、
前
掲
書
、
三
七
頁
。

（
63
）　

同
前
、
三
一
頁
。

（
64
）　

村
上
信
彦
『
明
治
女
性
史　

中
巻
後
篇　

女
の
職
業
』
理
論
社
、
一
九
七
一
年
。

（
65
）　

同
前
、
二
三
頁
。

（
66
）　

前
掲
書
『
学
制
百
年
史
』（
資
料
編
）、
四
四
七
頁
。

（
67
）　

大
橋
隆
憲
『
日
本
の
階
級
構
成
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
一
年
、
二
三
頁
。

（
34
）　

同
前
、
一
三
頁
。

（
35
）　
『
教
育
雑
誌
』
は
『
婦
女
雑
誌
』
と
同
じ
商
務
印
書
館
よ
り
一
九
〇
九
年
か
ら

一
九
四
八
年
ま
で
刊
行
さ
れ
る
。
近
代
教
育
へ
の
転
換
を
図
り
、
当
時
の
教
育
事
情
を

記
録
し
て
国
内
の
教
育
の
問
題
点
を
論
じ
た
。
初
期
は
主
に
西
欧
諸
国
と
日
本
の
教
育

理
論
お
よ
び
教
育
制
度
を
翻
訳
し
、
中
国
の
教
育
の
近
代
化
を
先
導
し
た
。

（
36
）　

賈
豊
臻
「
日
本
工
業
教
育
家
手
島
精
一
之
歴
史
」『
教
育
雑
誌
』
第
十
巻
第
五
号
、

一
九
一
八
年
五
月
、
一
三
〜
一
八
頁
。

（
37
）　

賈
豊
臻
、『
教
育
雑
誌
』
第
九
巻
第
八
号
、
五
七
〜
六
五
頁
。

（
38
）　

江
蘇
省
第
二
師
範
付
属
小
学
職
業
科
主
任
、
李
廷
燮
、『
教
育
雑
誌
』
第
十
巻
第
五
号
、

一
九
一
八
年
五
月
、
一
七
〜
二
三
頁
。

（
39
）　

無
錫
女
士
、
胡
周
輝
、『
教
育
雑
誌
』
第
五
巻
第
十
二
巻
、
九
五
〜
一
一
〇
頁
。

（
40
）　
『
共
立
女
子
学
園
百
年
史
』
共
立
女
子
学
園
百
年
史
編
纂
委
員
会
、
一
九
八
六
年
、
三

頁
。

（
41
）　

同
前
。

（
42
）　

同
前
、
七
頁
。

（
43
）　

下
田
歌
子
『
帝
国
婦
人
協
会
趣
旨
』
一
八
九
八
年
。

（
44
）　

女
子
工
芸
学
校
は
以
下
の
理
由
に
よ
っ
て
帝
国
婦
人
協
会
の
事
業
の
中
心
で
あ
っ
た

と
い
え
る
。
明
治
三
十
六
年
、
実
践
女
学
校
と
合
弁
し
て
実
践
女
学
校
中
等
部
と
改
称

し
た
。
帝
国
婦
人
協
会
の
事
業
は
、
ほ
と
ん
ど
教
育
部
門
に
お
け
る
各
種
学
校
の
開
設

の
み
に
終
わ
っ
た
と
さ
れ
る
。
実
践
女
学
校
と
女
子
工
芸
学
校
そ
れ
ぞ
れ
の
附
属
学
校

（
慈
善
女
学
校
と
下
婢
養
成
所
）
は
短
期
間
で
閉
校
し
た
か
ら
で
あ
る
。『
近
代
日
本
の

「手
芸
」
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
』（
山
崎
明
子
、
世
織
書
房
、
二
〇
〇
五
年
）
に
よ
る
。

（
45
）　
『
実
践
女
子
学
園
八
十
年
史
』
実
践
女
子
学
園
発
行
、
一
九
八
一
年
、
八
二
頁
。

（
46
）　

女
子
工
芸
学
校
は
そ
の
名
称
に
「
工
芸
」
を
冠
し
て
い
る
が
、
実
際
の
教
科
は
手
芸

科
目
で
あ
る
。
下
田
の
著
書
『
女
子
手
芸
要
訣
』（
家
庭
文
庫
第
八
編
、
博
文
館
、
明
治

三
十
二
年
）
と
『
女
子
の
技
芸
』（
女
子
自
修
文
庫
第
三
編
、
冨
山
房
、
明
治
三
十
八
年
）

を
考
察
す
る
と
、
彼
女
が
「
技
芸
」「
工
芸
」「
手
芸
」
に
つ
い
て
明
確
な
内
容
の
区
別
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（
82
）　

熊
賢
君
『
女
子
教
育
史
』
山
西
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
、
二
二
六
頁
。

（
83
）　
『
教
育
雑
誌
』
第
十
巻
第
十
号
、
一
四
三
〇
三
〜
一
四
三
〇
四
頁
。

（
84
）　

大
西
斉
『
支
那
の
現
状
』
朝
日
新
聞
社
、
一
九
二
八
年
、
二
三
六
頁
。

（
85
）　

上
巻
、
総
税
務
司
署
統
計
科
出
版
、
民
国
二
十
年
、
一
五
八
〜
一
六
七
頁
。

（
86
）　
『
日
華
貿
易
ノ
概
況
』
商
工
省
貿
易
局
出
版
、
昭
和
六
年
、
一
一
頁
。

（
87
）　

尚
實
、
第
一
巻
第
十
一
号
、
一
九
二
〜
一
九
五
頁
。

参
考
文
献

阿
部
洋
『
中
国
の
近
代
教
育
と
明
治
日
本
』
龍
渓
書
舎
、
二
〇
〇
二
年

飯
塚
信
雄
『
手
芸
の
文
化
史
』
文
化
出
版
局
、
一
九
八
七
年

汪
婉
『
清
末
中
国
対
日
教
育
視
察
の
研
究
』
汲
古
書
院
、
一
九
九
八
年

小
野
和
子
『
中
国
女
性
史
』
平
凡
社
、
一
九
七
八
年

崔
淑
芬
『
中
国
女
子
教
育
史
』
中
国
書
店
、
二
〇
〇
七
年

女
性
史
総
合
研
究
会
編
『
日
本
女
性
史
・
近
代
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
二
年

『
東
京
の
女
子
教
育
』
東
京
都
、
一
九
六
一
年

日
本
女
子
大
学
教
育
研
究
所
編
『
明
治
の
女
子
教
育
』
国
土
社
、
一
九
六
七
年

三
好
信
浩
『
日
本
の
女
性
と
産
業
教
育
』
東
信
堂
、
二
〇
〇
〇
年

三
好
信
浩
『
日
本
女
子
産
業
教
育
史
の
研
究
』
風
間
書
房
、
二
〇
一
二
年

村
上
信
彦
『
明
治
女
性
史　

中
巻
後
篇　

女
の
職
業
』
理
論
社
、
一
九
七
一
年

山
崎
明
子
『
近
代
日
本
の
「手
芸
」
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
』
世
織
書
房
、
二
〇
〇
五
年

（
68
）　

新
人
社
よ
り
、
一
九
〇
九
年
〜
一
九
一
九
年
に
か
け
て
発
行
。

（
69
）　

大
塚
楠
男
「
婦
人
職
業
問
題
」『
新
女
界
』
新
人
社
、
第
二
巻
第
八
号
、
一
九
四
三
年

八
月
。

（
70
）　

脇
田
晴
子
・
林
玲
子
・
永
原
和
子
編
『
日
本
女
性
史
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
二
年
、

二
三
二
頁
。

（
71
）　
「
女
子
職
業
熱
の
勃
興
」『
東
洋
時
論
』
一
九
一
〇
年
六
月
号
。

（
72
）　

原
文
は
、「
今
之
言
教
育
者
莫
不
趨
重
於
実
用
無
論
初
高
小
学
及
中
学
師
範
均
以
実
用

主
義
為
目
的
」
で
あ
る
。「
説
女
学
之
改
良
」『
婦
女
雑
誌
』
山
東
省
立
第
一
女
子
師
範

学
校
校
長
周
幹
庭
講
演
、
学
生
荘
維
明
、
呉
琬
記
録
、
第
一
巻
第
十
号
、
九
〇
頁
。

（
73
）　

日
本
の
文
部
大
臣
に
当
た
る
。

（
74
）　

愛
国
女
学
は
、
一
九
〇
二
年
に
蔡
元
培
ら
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
。
創
設
当
初
は
革

命
の
役
に
立
つ
女
性
の
人
材
を
養
成
す
る
機
関
で
あ
っ
た
が
、
一
九
〇
七
年
一
般
の
女

学
校
へ
と
改
編
さ
れ
た
。

（
75
）　

和
訳
は
『
中
国
の
近
代
化
と
教
育
』（
石
川
啓
二
・
大
塚
豊
編
、
明
治
図
書
出
版
、

一
九
八
四
年
、
九
〇
頁
）
に
よ
る
。

（
76
）　

清
末
に
は
、
民
間
教
育
者
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
女
子
職
業
学
校
が
あ
っ
た
が
、
女

子
職
業
学
校
の
設
立
が
制
度
化
さ
れ
た
の
は
民
国
の
教
育
成
立
以
降
の
こ
と
で
あ
る
の

で
、
本
稿
で
は
民
国
成
立
後
の
女
子
職
業
学
校
だ
け
を
取
り
上
げ
て
考
察
す
る
。

（
77
）　
「
中
国
現
代
女
子
教
育
史
」（
程
謫
凡
、
中
華
書
局
、
一
九
三
六
年
）『
中
国
近
現
代
女

性
学
術
叢
刊
』
十
四
、
孫
暁
梅
主
編
、
線
装
書
局
、
二
〇
一
〇
年
、
二
〇
六
頁
。
原
文
：

「
女
子
職
業
学
校
得
就
地
方
情
形
與
其
性
質
所
宜
参
照
各
項
実
業
学
校
規
程
辦
理
」。

（
78
）　

崔
淑
芬
『
中
国
女
子
教
育
史
』
中
国
書
店
、
二
〇
〇
七
年
、
二
三
五
頁
。

（
79
）　

中
央
教
育
科
学
研
究
所
編
『
中
国
現
代
教
育
大
事
記
』
教
育
科
学
出
版
社
、

一
九
八
八
年
、
三
頁
。

（
80
）　

熊
賢
君
『
女
子
教
育
史
』
山
西
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
、
二
八
二
頁
。

（
81
）　

前
掲
書
「
中
国
現
代
女
子
教
育
史
」、
二
一
一
頁
。
原
文
：「
女
子
有
相
当
之
職
業
即

可
以
自
謀
生
活
一
方
面
可
以
減
軽
男
子
負
担
一
方
面
可
以
増
加
国
家
富
力
」。




